
指定管理者の適正管理に関する調査表（様式６）

　↓　コード表からコード番号を入力

円

１　施設担当課によるモニタリングの実績

　 ○施設訪問

・施設訪問の頻度 ▼より選択 ・施設訪問の際に行った内容 ▼より選択

○事業報告書

・報告書の提出を求めている頻度 ▼より選択

●モニタリングの結果

・モニタリングで把握した課題

・指定管理者に対して業務指導、改善要求を行った内容

・業務指導、改善要求への対応状況 ▼より選択

令和元年度　指定管理者の適正管理に関する調査表

施設名 コード 1 岡谷市文化会館（カノラホール）

指定管理者 名　称 （公財）おかや文化振興事業団 指定期間 H28.4.1～R3.3.31

料金形態 形　態 指定管理料 指定管理料 154,459,000

主な業務内容 施設の管理・運営、施設の使用許可、施設使用料の徴収、自主事業の実施

施設担当課 ブランド推進室

月に数回 情報交換、意見交換

施設の安全点検（危険箇所の把握等）

施設管理状況の確認

○

○

○

業務指導、改善要求 ○

日報 月報

○

・東玄関、大ホール舞台袖等の雨漏りを確認。
・練習室空調の電源切り替えの不調。

・雨漏り箇所、練習室空調の改修を依頼。

チェック

○

四半期報告書 年報（事業報告書）

○

内容

指定管理者は、市の指導・監督に従い、速やかに指摘事項を是正・改善した。
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指定管理者の適正管理に関する調査表（様式６）

２　施設担当課としての評価

○ 実績評価

・事業報告書各項目の採点（70点）

職員の配置

4

5 5

4 4

指定管理者 市の評価 評価に対する事項

4

4 4

住民の平等利用の確保対
策

施設の維持管理

4

4 4経費縮減

4

職員研修の実施

5

採点

2

1

3

4

5 5

4 4

5 5

サービス向上対策

4 4

※各評価に対する事項については、特記すべき点を記載（採点「５」及び「１」については、必ず評価に対する事項
を要す）すること。

4 4

60 60

4 4

4 4

5 5

評価基準

管理運営業務が要求水準、事業計画を上回っており、サービスや施設利用の継続的、安定的な提供を確保し
た。

管理運営業務が要求水準、事業計画のとおり又はやや上回っており、サービスや施設利用の継続的、安定的
な提供を行った。

概ね要求水準、事業計画のとおりの管理運営を行った。

管理運営業務が要求水準、事業計画のとおり行われており、サービスや施設利用の継続的、安定的な提供が
提供されることが見込まれるものの、一部遅滞や不履行がみられ、簡易な改善を要する。

管理運営業務が要求水準、事業計画を下回るなど、サービスや施設利用の継続的、安定的な提供に改善が図
られず、次年度に早急な改善等を図る必要がある。

基本方針

事業計画の項目

合計

防犯、防災の対応
その他、緊急時の対応

個人情報保護に向けた取
り組み

施設の運営

地域、他施設との連携

自主事業の実施

利用者の要望の把握及び
その実現対策

有資格者等の配置
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指定管理者の適正管理に関する調査表（様式６）

・出納状況（4点）

・事務事業評価（10点） ↑増、↓減、→現状維持 ▼より選択

・評価する事項

・改善が必要だと考える事項

・事業計画書の提案事項のうち未実施の項目

合計点

・クラシック音楽に適した音響特性を持つホールという利点に配慮しながらも、様々なジャンルの事
業を行った。普段会館に足を運びにくい障がいのある方や小さなお子様でも観賞できる催し物の実施
や、安価な入場料金の設定を心がけ、観賞機会の平等性確保に努めた。
・トイレの数や駐車場の不足、大ホール3階へのエレベーターやエスカレーターがない、といった施
設のハード面が持つ問題点を補うため、職員が付き添い状況に応じた最善の案内ができるようにシ
ミュレーションし実践した。
・玄関及びテラス床面補修、噴水周りインターロッキング改修等を実施し、安全と使いやすさに配意
した。

なし

7

新型コロナウイルスの感染拡大の影響のため

・2月29日　カノラウィークエンドコンサート和楽器の競演（中止）
・3月20日　第30回LCV・カノラこどものためのコンサート（令和2年9月3日に延期）

出納状況

合計点 4

↑

→

標準施設の利用状況

年間利用者数、件数

増  ：2点１日あたり利用者数、件数 ↑

チェック 有効性評価

2

2

1

採点

未実施
の項目

未実施
の理由

維持：1点施設使用料年間収入額

↑ 2

施設稼働率

活動一単位あたりコスト

↓ 0

減　：0点

決算について、各項目の収入額は適正である。

　　　〃　　、必要な業務を行わずに余剰金が生じた項目はない。

　　　〃　　、各項目の支出額は適正である。

指定管理経費は、法人本体の経理とは明確に区別して管理された。
複数施設を一括管理している場合、１施設ごとに予算・決算が示された。

いいえ

1

1

1

1

はい
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指定管理者の適正管理に関する調査表（様式６）

・３つの選定基準による評価（16点） ▼より選択

●総合評価

高い

普通

2

2

1

点数評価項目

1

2

3

2

1 平等利用の確保

管理・運営方法の改善
が必要である

管理・運営方法の抜本
的な改善が必要である

６９-５０点

ＤＢ Ｃ

４９-３０点 ２９点以下

13

2

1

2

Ｓ

８９-７０点

Ａ

○

適正な管理運営が行わ
れており、更なる向上

が求められる

９０点以上

特に優れた管理運営
が行われ、継続した
取り組みに期待する

優れた管理運営が行わ
れ、継続した取り組み

に期待する

管理の安定性

施設の有効利用及び
経費の節減

３つの選定基準

高い

高い

高い

普通

普通

高い

合計点

評価

施設・設備の安全度、安全確保対策の充実度

管理・運営体制の安定度

管理・運営コストの抑制度

経営ノウハウの活用度

岡谷市のまちづくりに対する貢献度

施設利用状況の向上度（利用者数・件数、使用料収入）

平等利用の確保対策の充実度

利用者ニーズへの対応の積極性、苦情処理の充実度
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指定管理者の適正管理に関する調査表（様式６-附表）

　↓　コード表からコード番号を入力

円

１　施設の利用状況 ＊①は貸館施設のみ対象　　*②・③はどちらかの欄に記入　*

２　コストの推移 ＊この事業にかかる費用（人件費は、1人あたり年間800万円で換算） [単位：円]

一般財源

特定財源

３　大規模修繕の予定

円

14,103,952.00 23,000,000.00

14,132,72815,170,959

22,874,751.00

26.6%21.4%20.1%20.0%

96.0% 103.0%

86,842

152,740,000161,636,272154,569,558154,292,938

84,33887,877

23,029,000
文化会館使用料・財産使用料

19,041,220.00 15,142,447.00

175,769,000175,769,000

100.0%103.6%83.7%

3,200,0003,200,0003,200,0003,200,000

169,740,517202,762,670

0.40 0.40 0.40 0.40

0

2年度(予算)元年度30年度29年度

172,569,000172,569,000166,540,517199,562,670

2年度(予算)

160,250,670 160,078,399 172,569,000 172,569,000

⑥ 受益者負担割合

⑦ 活動一単位あたりコスト

財源
内訳

前年度比

元年度30年度29年度

39,312,000 6,462,118 0

1,157 1,157

6.66.66.36.1

1,166 991

694

0

945 867 867

0

2,0242,0241,9361,860

10

0000

84.1%83.8%

2年度(予算)

303

10

306 307 307

10１日の開設時間（時間）

有料利用者数

元年度30年度29年度

90.6%

10

② 人件費

区　分

区　分

① 施設稼働率

② 年間利用者数（人）

③ 年間利用件数（件）

年間開設日数（日）

年間利用実績（時間）

年間利用可能時間（時間）

⑤ 施設利用状況の説明

④ １日あたり利用者数、件数

① 直接事業費

区　分

臨時的経費

経常経費

無料利用件数

有料利用件数

③ 合計コスト（①＋②）

⑧ コストに関する補足説明

⑤ 年間減免措置額

④ 施設使用料年間収入額

予定時期 令和3年以降

内　容
・大ホール舞台機構交換工事（32,200千円）・大ホール舞台床張替え改修（24,000千円）

・空調冷却塔改修工事（2,400千円）・タイル改修工事（49,900千円）・ボーダーケーブル改修工事（6,600千円）

＊特定財源の説明

20,850,835.00 18,377,310.00 22,874,750.00

48,469,732

2,745 2,564 2,581

0 0
減免措置件数

前年度比　

予定事業費

正規職員の人数（人）

＊臨時的経費の説明

減免措置者数

無料利用者数

施設担当課 ブランド推進室

3,0703,0703,0603,030

料金形態 形　態 指定管理料 指定管理料 154,459,000

主な業務内容 施設の管理・運営、施設の使用許可、施設使用料の徴収、自主事業の実施

令和元年度　指定管理者の適正管理に関する調査表

施設名 コード 1 岡谷市文化会館（カノラホール）

指定管理者 名　称 （公財）おかや文化振興事業団 指定期間 H28.4.1～R3.3.31

115,100千
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指定管理者の適正管理に関する調査表（様式６-附表）

４　施設の維持管理コスト

１ 施設の維持管理にかかる直接事業費

２ 施設の維持管理にかかる人件費

人

円

３ 特定収入

４ 一般財源

14,132,728

合　計 161,636,272 0 161,636,272

0 14,132,728

単位：円

項　目 経常経費 臨時的経費 合計

合　計

国庫補助金 0

雑入 0

繰入金 0

市債 0

文化会館使用料 14,103,952 14,103,952

財産使用料 28,776 28,776

合　計 3,200,000 0 3,200,000

項　目 経常収入 臨時収入 合計

項　目 経常経費 臨時的経費 合計

正規職員の人数 0.40 0.40

0

合　計 172,569,000 0 172,569,000

0

0

0

0

工事請負費 0 0

修繕料 0 0

単位：円

項　目 経常経費 臨時的経費 合計

内訳

使用料

役務費 110,000 110,000

委託料 154,459,000 154,459,000

負担金及び交付金 18,000,000 18,000,000

内訳

建物総合損害共済

岡谷市文化会館管理委託

自主事業補助金

単位：円

単位：円

自動販売機
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